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１．地域交通の現状

1-1 自動車交通量の変化

〇かつては、モータリゼーションやマイカー志向により、自動車利用は増加し続けていたが、
マイカー利用は減少、鉄道利用や徒歩は大きく増加している。環境配慮の意識向上や若
者の車離れが想定される。

自動車交通量及び市民意識の変化
川崎市における

代表交通手段分担率の変化 地球環境と自動車利用に関する意識

代表交通手段：移動における
メインの手段を指す。

例）徒歩⇒電車⇒バス⇒徒歩：電車
例）徒歩⇒バス⇒徒歩：バス

出典） 「国土交通省 東京都市圏パーソン
トリップ調査」第4,5回調査（平成10,20年）

出典）都市における人の動き
平成 17 年全国都市交通特性調査
（国土交通省都市・整備局）

新規免許交付件数の変化
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１．地域交通の現状

1-2 本市の公共交通の利用動向①

○非高齢者は鉄道利用を代表交通機関の中心として、徒歩や自転車が示されており、中
長距離は鉄道、短距離は徒歩や自転車で移動していることが想定される。
〇高齢者では、鉄道利用割合が減少し、徒歩、マイカー、バスが多く、移動する距離が短く
なっていることが想定される
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本市の公共交通の利用状況（代表交通手段）

出典）「国土交通省 東京都市圏パーソントリップ調査」第5回調査（平成20年）
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１．地域交通の現状

1-2 本市の公共交通の利用動向②

○さらに、高齢者の内訳を見ると、前期高齢者は、マイカー移動が20％を超え、徒歩が減
少していることから、前期高齢者は、比較的短い距離を北部ではマイカーで、南部では自
転車で移動する傾向が強くなることが想定される。
〇一方、後期高齢者はバス利用が多く、今後の超高齢社会においては、路線バス等の公
共交通の需要増加が想定される。

出典）「国土交通省 東京都市圏パーソントリップ調査」第5回調査（平成20年）
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１．地域交通の現状

1-2 本市の公共交通の利用動向③

○非高齢者の鉄道駅までの交通手段を見ると、高齢者の代表交通手段と同様、鉄道利便
性の低いエリアを含む川崎区や宮前区でバス利用が多く、また、平坦な川崎・幸･中原･高
津・多摩区では自転車、宮前・麻生区ではマイカーが増加する傾向が示されている。

本市の公共交通の利用状況（駅端末交通手段）
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出典）「国土交通省 東京都市圏パーソントリップ調査」第5回調査（平成20年）
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１．地域交通の現状

1-3 本市の地域交通の特性①

○駅へのアクセスがあまり良くない地域で、高低差があることなどにより、バスを利用しにく
い北部地域では自動車利用割合が高くなっている。

〇駅へのアクセスがあまり良くない地域で、平坦な中・南部地域では、自転車利用割合が
高くなっている。

〇臨海部においては、バス路線が充実しているものの、道路混雑等の影響により夕方ラッ
シュ時では、川崎駅まで60分以上を要することもある等、混雑が激しいことから、自転車・
自動車の利用割合が高くなっている。

〇鉄道駅では、交通広場の有無により接続するバス路線に差があることから、駅までの交
通手段が異なる。

出典）パーソントリップ調査
出典）「国土交通省 東京都市圏パーソントリップ調査」第5回調査（平成20年）より作成
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１．地域交通の現状

1-3 本市の地域交通の特性②

高齢になるほど、路線バスを利用する傾向があるものの、路線バスの利用は長期的には
減少しており、既に本市で初めて路線撤退が発生している。

出典）川崎市資料
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１．地域交通の現状

1-4 本市の地域交通の定義

■地域交通とは
家から駅までの距離を基本とした身近な地域交通をいう。
■地域交通システムとは
地域交通のうち、日常的な移動を担うもので基本に誰もが利用できる公共交通をいう。

－川崎市地域交通の手引きにおける定義－

7

２．自転車交通に関する取組

2-1 市民検討会における自転車に関する意見

○市民検討会において、ルールやマナーなどの利用者意識の向上を目指すように啓発す
るという意見があった。
○また、「駅前の自転車を減らすことで人にやさしい駅前にする」という意見が自転車が最
も多い川崎区で示されている。

川崎の未来を考える市民検討会での意見集約

○ 川崎区
・公共交通（バス）の利便性を向上させ、駅前の自転車も減らすことで、人にやさしい駅前にしよう
・子どもが自転車を買った時に自転車教室を開き、子どもからお父さん、お母さんにマナーを伝えてもらおう

○ 宮前区

・鷺沼駅のロータリーや駐輪場、憩いの場などの機能を強化したい（再開発や時間帯による自動車規制によっ
て）等

○ 中原区

・自転車利用者のマナー向上の前提となる基本ルール（道路交通法）を、学校などで親子で勉強する機会を積極
的につくろう
・「自転車のまち川崎」といわれるように、自転車の利用者意識を市民ぐるみで高めよう

○ 高津区、多摩区、麻生区
・意見なし

○ 幸区
・自転車のルールやマナーが守られるよう、地域で見守ったり、声をかけるようにしよう

8



２．自転車交通に関する取組

2-2 自転車に関する一般的なメリット・デメリット等

自転車のメリット

〇徒歩に次いで手軽に利用できる

〇一定程度までの距離を移動できる

〇運動になり健康増進につながる

〇エネルギーが不要で環境にやさしい

〇荷物の運搬ができる

〇料金がかからない

自転車のデメリット・課題

〇天候・気候に左右される

〇誰もが利用できない

〇一人しか移動できない

〇ルールマナーの遵守が求められる

〇違法駐輪が問題になっている

〇駐輪場の整備･維持管理が必要

利用動向

〇代表交通手段の自転車の利用率を
みると、川崎区南部地域、中原区西部
地域において高い。

○特に川崎駅の海側では、広い範囲で
自転車利用率の高い地区が広がって
いる一方、麻生区・宮前区では低い。
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向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園向ヶ丘遊園

登戸登戸登戸登戸登戸登戸登戸登戸登戸

宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台宮崎台

梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷梶が谷

溝の口溝の口溝の口溝の口溝の口溝の口溝の口溝の口溝の口

高津高津高津高津高津高津高津高津高津

柿生柿生柿生柿生柿生柿生柿生柿生柿生
武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城武蔵新城

二子新地二子新地二子新地二子新地二子新地二子新地二子新地二子新地二子新地

はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野はるひ野

矢向矢向矢向矢向矢向矢向矢向矢向矢向

尻手尻手尻手尻手尻手尻手尻手尻手尻手

自転車利用率
（代表交通手段）

色が濃いほど多い

出典）「国土交通省 東京都市圏パーソントリップ調査」
第5回調査（平成20年） より作成
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２．自転車交通に関する取組

2-3 本市の自転車利用の状況①

〇自転車事故の総件数は微減傾向にある中で、高齢者の自転車事故件数及び事故の割
合は増加傾向を示している。

全事故件数と自転車事故の割合 年齢別自転車事故件数
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２．自転車交通に関する取組

2-3 本市の自転車利用の状況②

〇自転車は道路交通法で軽車両に位置づけられ、違反者には罰金等が科せられる。

11

２．自転車交通に関する取組

2-3 本市の自転車利用の状況③

12



２．自転車交通に関する取組

2-4 自転車対策の取組状況①

自転車利用のルール・マナーの啓発活動として、平成24年5月から制服姿の「自転車マ
ナーアップ指導員」による安全運転の指導を行っている。また、キャンペーン活動やスケ
アードストレート方式交通安全教室を開催するなど、啓発活動に取り組んでいる。

参加対象者 実施回数

自転車教室
小学生
延約５，０００人

５４回

スケアードストレート方式
交通安全教室（※）

中学生、高校生、町内会、自治会関係者
延約１，０００人

５回

自転車マナーアップ指導員の活動 自転車教室 スケアードストレート方式
交通安全教室

活動実績（川崎区 H23～H25）

※スケアードストレート方式交通安全教室とは

スタントマンが交通事故の現場を再現することで、見ている人に事故の恐ろしさ」や「交通ルール違
反はなぜ危険なのか」などについて視覚的に訴え、交通ルールを遵守することがいかに大切かと
いうことを学習するための教室のこと
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２．自転車交通に関する取組

2-3 自転車対策の取組状況②

〇駐輪場の整備や撤去・マナー啓発活動により、放置自転車台数は大幅に減少している。

〇しかし、依然として、7,000台以上の放置があり、更なる取組が必要になっている。
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２．自転車交通に関する取組

2-4 自転車対策の取組状況③

〇自転車通行帯の整備を進めており、車道内を走行するための自転車道及び自転車専用
通行帯の整備延長は、道路実延長約２,５００ｋｍのうち約７km となっている（H24.4.1 現在）。
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３．コミュニティ交通に関する取組

3-1 コミュニティ交通に関する意見

○市民検討会において、バスの利便性向上やバス路線網の充実、移動を便利にする多様
な交通手段の確保コミュニティバスの路線増加という意見があがった。

川崎の未来を考える市民検討会での意見集約

○ 川崎区

・公共交通（バス）の利便性を向上させ、駅前の自転車も減らすことで、人にやさしい駅前
にしよう

○ 宮前区
・バスの路線を充実させる（小型バス）
・住民や、企業、商店街などが出資したり、運営するような、ちょっとした移動にも使える
身近な交通手段を開発する（バス、 トゥクトゥク、人力車）等
・高齢者も外出しやすいようにコミュニティバスなどでバス路線を増やしたい（不便な地域
にアンケートをとってニーズを把握する、フリー降車区間の設定や回送車の有効活用
などを検討しよう）

○ 多摩区
・区内の移動を便利にするために、多様な手段を確保しよう

○ 幸区、中原区、高津区、麻生区
・意見なし
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３．コミュニティ交通に関する取組

3-2 地域交通システムの分類

〇地域交通システムとして位置づけた公共交通機関を分類すると以下のとおりとなる。

〇路線バス
・基本的な公共交通機関。鉄道駅間や公共施設等を連絡する。
・大型車両のため、道路の狭い地区では運行が難しい。
・駅間運行が主体で、1運行（往復）で相互利用が見込める。
〇一般のタクシー
・出発地から目的地までを結ぶ利便性の高い交通機関。
・路線バス等と比べ料金が高い。
・UDタクシーの普及により、高齢者や子育て世代まで誰もが
利用しやすい取組が進められている。

○コミュニティ交通（乗合型バス･タクシー等）
・道路の狭い地区での運行が可能となる反面、輸送力が乏しい。
・地域⇔駅のため、（既存バス競合に配慮）乗車傾向に偏りがある。
・上記の課題から収支採算性の確保が難しい。

（参考）
運行経費 【1km運行に必要な経費

（人件費、車両費、燃油費等）】
路線バス：京浜ブロック単価 約709円/km

国土交通省資料

車椅子のまま
乗車できるUDタクシー

UDタクシー
車椅子のまま乗車でき
るタクシー

通常の料金で誰でも利
用できる

17

３．コミュニティ交通に関する取組

3-3 本市でのコミュニティ交通の取組①

本市では、高石地区・長尾地区でコミュニティ交通の本格運行が行われている。

○高石地区「乗合型」
・運行経路：百合ヶ丘駅～高石地区（片道約3km）
・本数：往復22本/日（平日）、9：00～18：00
・運賃：大人300円（高齢者等は100円引き）
※サポーター制度を導入 運行経費を補てんする地域活動
会費7200円/年 乗車時50円引き

・車両：バンタイプ乗用車（旅客定員9名）
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３．コミュニティ交通に関する取組

3-3 本市でのコミュニティ交通の取組②

また、平成26年12月には運行実験・試行運行を経て長尾地区で、本格運行を開始した。

○長尾台地区「乗合型」
・運行経路：久地駅～長尾台地区（片道約2km）
・登戸駅～長尾台地区（片道約3km）
・本数：循環33本/日（平日）6：30～22：30

14本/日（土曜）10：00～18：00
・運賃：大人 久地駅220円、登戸駅260円

（高齢者等は100円引き）
・車両：マイクロバス（旅客定員２８名）
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３．コミュニティ交通に関する取組

3-4 いろいろなコミュニティ交通事例

〇路線バスによる社会実験を検討し、麻生区で現在社会実験を実施している。

〇他のコミュニティ交通についても今後の取組として検討を進めている。

デマンドバス・デマンドタクシー（需要応答型交通）

時刻表に従った路線運行ではなく、利用者の連絡
（需要）がある箇所を結ぶ。そのため、低密度の需要
が広範囲に広がる地域において、コミュニティバスよ
り効率的な運行が可能である。バンや乗合タクシー等
を利用し実施されている。
導入事例：高知県四万十市

神奈川県茅ケ崎市
千葉県成田市 等

資料）埼玉県ときがわ町ＨＰ

福祉バス等の活用
主に高齢者や障害者の通院や買い物、公共施設へ
の移動手段を確保する目的で運行され、予め利用登
録し、ジャンボタクシーの利用や既に運行されている
自動車教習所や大学、福祉施設等への送迎バスを
利用している。
導入事例：千葉県我孫子市

福島県二本松市

岐阜県高山市 等

資料）千葉県我孫子市ＨＰ
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３．コミュニティ交通に関する取組

3-5 徒歩の有効性

○身体活動を増加させることにより、健康寿命の延長や医療費の軽減が見込まれる。

運動継続者と運動しない対象者との医療費比較
新潟県見附市における試算

出典）健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン

筑波大学久野教授の研究室が実施した新潟県見附市における試算
によると、長期間に渡り運動を３年以上継続することによる年間の
医療費抑制効果は約10万円とされ、医療費が抑制される可能性が
示されている。（1歩あたり0.061円に相当 ）
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超高齢社会に向けた地域交通のあるべき姿とは

メモ

徒歩 自転車 公共交通

自分・家族が
できること
（自助）

地域で
できること
（共助）

行政が
やるべきこと
（公助）
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